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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　旨
　本稿は，本誌12号に掲載した筆者の論考（朱二二2002）の後を受け，明治初期以降，つまり，
西周と『哲学字彙』初版以降の哲学用語と論理学用語の新出語を特定し検討することを目的とす
る。そのために，考察の鞄囲を明治期の哲学辞典類から哲学書と論理学書に拡大して，選定した31
文献の範匪iで用語調査を行い，個々の用語の初出文献をつきとめた。また，新出語の特定にあた
り，抽出語を「哲学書と論理学書共通の硝語」と「哲学書のみの用語」「論理学書のみの用語」に
3分類した上，その下位分類として，さらに，「出典なし」障漢罰』未見」「出典あり」「新義・分
立」の4タイプに振り分けた。それぞれの所属語の性質を検討した結果，明治初期以降の新造語と
して，191語をリストアップしておいた。
　ただし，本稿で斎いた方法は，哲学と論理学にしか使われない専門性の強い用語については，そ
の初轟例を求めるのに有効であるが，一方，哲学と論理学以外でも使われるような汎用性の高いfH
語については，哲学書と論理学誉の範囲で初出例が明らかにされたとはいえ，他の分野でも使われ
ている可能性があるため，今後は，その初出例の信懸姓を検証しなければならない。
1．はじめに
　筆者は，明治・大正期の哲学辞典類を対象に，近代哲学用語の成立に関する調査を行なったこ
とがある。この調査によって，西周と『哲学字彙』（以下『字彙』と略称）初版の用語が哲学用
語の中核をなしていること，明治20－30年代が哲学用語の大量創幽期にあたること，また，哲学
用語の中で，古い典拠をもつ在来語と明治以後の新造語は，おおよそ4対6の割合になっている
ことなどを明らかにすることができた㌔しかし，なおいくつかの課題が残されていた。たとえ
ば，哲学辞典の資料酌性格に制約されたため，西周と『字彙』初版の用語を特定できたものの，
その他の新造語の初嶺時期や造り手については触れる余裕がなかった。また，論理学は，広義の
哲学の一分野として哲学用語を用いる一方，独自の用語も持っている。論理学独自の用語につい
ても，哲学用語の一環として調査する必要がある。
　本稿では，哲学辞典に関する胴語調査の結果を踏まえ，明治期の暫学書や論理学書に調査の範
囲を拡大して，こういつた課題の解明をめざしたい。
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2．調査対象の選定
　哲学辞典類による用語調査は，哲学用語形成の流れを概観するのに能率的で便利である。しか
し，一つの用語が現れてから，ある程度の一般化を経てばじめて辞典類に登録されるのが普通な
ので，辞典類の収録語は，初出の時期から多少遅れることが予想される。これに対して，哲学書
と論理学書は，著者達の研究成果を代表するようなもので，それぞれの著書において新語が導入
される可能性が十分考えられる。この意味で，個々の哲学用語の初出時期を探るにはより適切な
資料群といえよう。ただし，大量にのぼる明治期の単行本資料の中から本稿のB的に適する調査
対象を選定しなければならない。この点において，参考文献にあげた船山信一の論考をはじめ，
諸先学の研究が大いに参考になった。寸寸偉（2002）で，明治期の哲学辞典類と著書類の梢互関係
に触れてはいたが，今團の調査にあたり，さらに著書の種類を充実させ，表1の通り，哲学書13
種と論理学書18種を研究の対象として選定した2。
表1　研究対象の選定と用語の抽出
哲学書 抽出語 論理学霧・ 抽出語
戸田欽堂訳『論事矩』（1879） 91
鈴木唯一訳『思想之法』（1879） 131???
山崎行雄謬演繹推理学』（1882） 80
1 菊池大麓『論理説略』（1882） 86??
添田寿一悪夢論理新編』（1883） 162
千頭徳馬『論理珊珊』（1885） 85
井上円了『哲学一夕話』（1886） ！52 平沼淑郎『論理学』（1886） 55
井上円了置哲学要領』（1887） 232
清沢満之『純正哲学』（1888） 197
三三宅雪嶺　　『哲学2昌豪商』　（1889） 433 清野勉『帰納法論理学幽（1889） 83
? 三三宅雪嶺　　『言命「理学』　（1889） 169
20 三宅雪嶺『論理学』（1890） 138
? 清野勉　『帰納演繹論理学』　（／892） 136
29 大西祝『論理学』（1893） 7！
暮壕野勉　　『普通論理学』　　（1894） 120
金子馬治『哲学綱要』（1895） 341
清野勉『韓図純理批判解説』（1896） 184
松本文三郎『認識論提要』（1897） 147
申島力造『ラッド氏認識論』（1898） 310 高山樗牛『論理学』（1898） 107
? 松本文三郎『哲学概論』（1899） 291
30桑木厳翼『哲学概論』（1900） 318…?
井上哲次郎『認識と実在…』（1901） 219 中島力造『論理学講義』（1901） 99
40朝永三十郎『哲学綱要』（1902） 164 桑木厳翼『論理学綱要』（1902） 133
大西祝『論理学』（王903） 1U
ξ定野遊翌量享　　『認言哉論』　　（1907） 254 紀平正美『最新論理学綱要』（1907） 122
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　表1で見ると，明治10－！9年（1877－86）の間，哲学書側がほぼ空白となっている。しかし，哲
学関係の書物が皆無というわけではない。例えば，吉田五十試訳『西哲小伝』（1880），井上哲次
郎ら著『西洋哲学講義』（1883），和田滝次丁丁『哲学通天』（1884），有賀長雄訳『近世哲学』
（1884－85），中江兆民訳『理学沿革史』（1885）などをあげられるが，これらは，みな哲学用語の少
ない西洋哲学史関係の本なので，対象外としたのである。なお，中江兆民著『理学鈎玄』（1886）
は，早期の哲学概論書として有名であるが，用語の面では，西周や『字彙』初版以来の主流に従
わず，例えば，「哲学」「物理学」ド化学」といった用語の存在を知っていながらも，わざわざ
「理学」「物性学」f物化学」を使用するなど，1臼己流の用語を押し通そうとする姿勢が強かった。
このような個性的なものも調査対象からはずした。
3．抽出語の整理と分類
3．1．3系統文献の用語の照合
　表1の「抽出語」欄に示した数字は，調査対象の各文献から抽娼した哲学・論理学用語の異な
り語数である3。この語数の中には，哲学書どうしの間や論理学書どうしの問だけでなく，哲学
書と論理学書という2系統の文献の問でも，まだ重複する用語が大量に含まれている。つまり，
哲学書と論理学書の用語を別々に検討するだけでは，同一の用語がどの文献で最初に使用された
かが把握しにくく，個々の用語の使用範囲と使用頻度も明確にとらえられない短所がある。ま
た，哲学書・論理学書に出てくる用語と哲学辞典の収録語との関係についても考えるべきであ
る。3系統文献の用語を互いに照合する必要があるため，次のような手順で，抽二二の整理と分
類を行うことにした。
　（1）まず，哲学書13文献の抽幽語を対象に，個々の語の初出文献名と所在文献数がわかるよう
に，延べ語から異なり語に整理する。例えば，「要素」という語は「三宅1889」「金子1895」「rl・1
島1898」「朝永1902」「淀野1907」の5種の文献に見られるので，繊版時期の最も早い「三宅
188gjを初出文献とし，所在文献数を「5種」と記しておくようにした4。これとともに，論理
学書の18文献についても，哲学書の抽出語と岡じ方法で異なり語に整理する。
　（2）明治初期以降の薪繊語を特定するために，哲学書と論理学書の抽出語を，筆者作成の西周
用語リストと『哲学字彙訳語総索引』（飛田良文編1979）を使って，「西周と『字彙』初版の用
語」と「西周と『字彙』以外の三二」の二つの部類に振り分ける。なお，新繊語の初出文献をつ
きとめる必要から，哲学書と論理学書のほかに，哲学辞典の収録語とも照合すべきなので，朱二
三（2002）で研究対象に選定した哲学辞典8種の抽出語（88三語）を取り入れる。この段階で，3
　　　　　　　　　　　　表2　3系統文献の抽出語の異なり語数
西之と初版の用語 それ以外の用語 異なり語合計
哲学書13種 468（59．3） 321（40．7） 789
論理学轡18種 356（55．6＞ 284（44．4） 640
哲学辞典8種 503（57。1） 378（42．9） 881
（　）内は％
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系統の文献の抽出語は，表2のようになっている。
　（3）表2のように整理すると，哲学書・論理学：書・哲学辞典の内部において，それぞれ異なり
語になったものの，3系統の文献の間では，まだ複数の系統に跨って使用される用語が数多く含
まれている状況である。そのため，3系統のすべての抽嵩語を合流させ，もう一度，手順（1）と
類似する方法で，各用語の初出文献名と所在文献数がわかるように，延べ語から異なり語に整理
していく。例えば，f因果律」という語は，哲学書「金子1895／4種」・論理学書「高山1898／3
種」・哲学辞典の「徳谷1905／5種」のように，3系統の文献に共通に見られるが，出版の最も
早い哲学書「金子1895」を初出文献とし，所在文献数を「12種」と合計しておく。このように，
3系統の抽出語を合流させると，個々の用語は，実際の使われ方によって，次の7パターン中の
どちらか一つに振り分けられることになる。所属語の数を示すと，表3の通りである。（表中の
「哲・論・辞」は，それぞれ「哲学書・論理学書・哲学辞典」の略称にあたる。）
if　3　3系統の抽出語の照合と整理
用語のパターン 西周と初版の用語 それ以外の耀語 異なり語合計
哲・論・辞共通 157（80．1） 39（19．9） 196
哲・論共通 32（54．2） 27（45．8） 59
哲学と
_理学
､通の
p語
哲・辞共通 126（60．3） 83（39．7） 209
論・辞共通 52（66．7＞ 26（33。3） 78
哲学書のみ ／53（47．4） 170（52．6） 3231系統
ﾌみの
p語
論理学書のみ 1！5（37．6） 191（62．4） 306
哲学辞典のみ 172（41．2） 245（58．8） 417
類別合計 807（50．8） 781（49．2） 1588
（）内は％
3．2．研究対象の再整理
　表3の段階になると，哲学書・論理学書・哲学辞典の系統別を問わず，重複語がすべて排除さ
れ，しかも，各用語の初出文献名と所在文献数が明らかになったとともに，哲学と論理学の両方
に使われる用語なのか，あるいは，1系統しか使われない用語なのかといった性格もわかるよう
になった。
　3系統の銀素語を晒周と初版の用語」とヂそれ以外の用語」の二つに振り分けてみると，両
者は，それぞれ誓学用語の約半分を占めていることがよくわかる。このうち，「西周と初版の用
語」は，とくに，「哲学と論理学共通の用語」の部類においてより高い比率を見せ，「哲・論・辞
共逓」のパターンでは，約8割に達している。これによって，西周と『字彙』初版の用語が近代
哲学用語の中核をなしていることをあらためて確認することができた。ただし，哲学書と論理学
書にある「西周と初版の用語」は，朱二二（2002）でとりあげた哲学辞典にあるこの種の語とほぼ
重なっていることが調査を通して明らかになったので，本稿では，颪周と『字彙』初版以降の新
口語を究明するために，「西山と初版以外の用語」だけを研究対象とすれば十分である。
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　表3では，また「哲学と論理学共遡の用語」と「1系統のみの用語」のように二分している。
この分類によって，哲学用語と論理学用語の重なり具合をとらえることができる。命中の「暫・
論・辞共通」とは，哲学書・論理学書・哲学辞典の3系統で共通に見られる用語を意味し，
「哲・論共通」とは，哲学書と論理学書の2系統で共通に見られる用語のことである。この2パ
ターンの語は，哲学と論理学の共通用語として位遣付けられる。とくに「哲・論・辞共通」の語
は，使用頻度が高く，哲学用語の中でも基本的な役割を果たしているといえよう。「哲・辞共通」
の語は，哲学書と哲学辞典の両方に見られるもので，「論・辞共通」の語は，論理学書と哲学辞
典の爾方に兇られるものである。2系統の文献に見られるので，「共通の用語」として数えたの
だが，哲学辞典には，狭義の哲学用語と論理学用語の両方がともに収録されるのが普通であるた
め，論理学書に見られない「哲・辞共通」の語は哲学専用的な性格を持ち，反対に，哲学書に見
られないド論・辞共通」の語は論理学丸山的な性格を持っているとも考えられる。
　表3によると，「1系統のみの用語」の語数は，「哲学と論理学共通の用語」に比べて，かなり
多くなっている。それは，「命名」「摂取j「単独」「判別」「引用」のような，哲学用語の周辺に
位置する一般語や，「反体」「設若体」「外点」「周称」「汎意名辞」のような，著者の個入的用語
にとどまって，現代語に受け継がれなかったものが数多く含まれているためである。このうち，
「哲学辞典のみ」の語は，朱京田（2002）ですでに検討済みなので，小論の研究対象からはずすこ
とにした。
　以上のように整理すると，小論の研究対象は，表3の網掛けの部分だけに絞られてくる。以下
は，表3の枠組みに基づいて，各パターンの遠駈i語を検討していきたい。
4．哲学書と論理学書に共通に見られる新出語
　本稿でいう新出語とは，換言すれば，哲学書と論理学書に見られる西周と『字彙』初版以外の
用語のことである。ここでは，朱京偉（2002）で用意した下位分類（つまり「嵐典あり」「網田な
し」「『漢詞』来見」「新義・分立」の4分類）と岡様に，用語の振り分けを行なった5。この種
の語の分布を所在文献数と関連付けて見ると，表4のようになる。
　この表で言えるのは，調査対象となった31種の文献の中で，10種以上の文献に共通に見られる
用語が非常に少ないのに対して，1種と2種の文献にしか見られない用語が比較的多く，全語数
の57．2％を占めていることである。つまり，この種の用語は，西周と『字彙』初版の用語に比べ
て，使用頻度と定着度の面で，ともに低くなっている。また，この種の語のうち，明治以降の新
造語に属する咄典なし」と「『二郎』未兇」の語が全語数の61．7％を占めていることも，この
表によってわかる。以下は，表4で示した四つのタイプについて詳しく検：遇してみよう。
4．1．「出典なし」タイプの語（60語）
　このタイプの語については，古い漢籍にFti典を持たない上，19世紀以降の二品宣教師の漢訳洋
書と英華字典，それに，繭学者の著訳書と英和辞典類において，その胴例の有無を確認する必要
もあるが，筆者の調査によると，事実上，そのほとんどは明治以降の新造語で占められている。
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表4　哲学書と論理学書に共通に見られる新出語の分布
所在文献数 出典なし E漢三諦見 出典あり 新義・分立 所属語数
13種 1 0 0 0 1
11種 0 0 1 0 1
10種 0 0 1 0 1
9種 0 0 1 0 1
8種 2 0 1 0 3
7種 3 0 1 1 5
6種 5 4 3 0 12
5種 5 1 0 0 6
4種 4 4 4 1 13
3種 10 3 15 4 32
2種 12 17 19 5 53（30．3）
1種 18 19 8 2 47（26．9）
合計 60（34．3） 48（27．4） 54（30．9） 13（7．4） 175（100）
（）内は％
しかし，咄典なし」であることが確認されたとはいえ，今図の調査範囲で得た初出文献の用例
がすなわち当該語の初畠例にあたるかどうかについては，まだ断雷できない。これらの語は，哲
学書と論理学書以外の文献でより早く使われていた可能性があるからである。そこで，哲学書と
論理学書の初出文献よりも早い用例があるかどうかを確認するために，『日本国語大辞典（第二
版）』（以下r日国大』と略称）をはじめ，棚治大正新語俗語辞典』（東京堂，1984）や『明治の
ことば辞典』（東京堂，1986）などに掲出される用例と，哲学書・論理学書で得た初娼例の時期を
逐語的に比較してみた。その結果，「出典なし」タイプの語には，他分野の文献の用例がより早
いものと，哲学書と論理学書の用例がより早いものという二つの場合が並存していることがわか
った。
　例えば，「自然科学」の場合は，『臼国大』に井上哲次郎「我世界観の・一一・塵」（1894）の用例が出
ており，筆者の調査で初出文献となった「高山1898」に比べて時期が早い。すると，論理学書
「高山1898」の嗣例は初出例ではないことが明らかになる。また，「美学」に関しては，平林文雄
（2983）によれば，申江兆民の訳書『維氏美学」（1883）で最初に造られたという。これも筆者の調
査で初出文献となった「rl・鳴1898」より15年畢いことになる。他分野の文献の用例がより早いも
の（27語）を用語の字数別で示すと，次の通りである。
　　　二字語　　規定　学説　機能　欠点　思考　思潮　実現　制約　主題　推定
　　　　　　　測定　体系　対比　単位　聴覚　特色　美学　理智　理由　例証
　　　三字語　　具象的　人生観　無神論　有神論
　　　四字語　　自然科学　新陳代謝　利己主義
　これらの語は，哲学書と論理学書に由来したものではないことが確実である。ただし，この中
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で，「親定」「測定」「理智」「例言正」の4語を除いて，残りの23語は，みな明治以降の初出例が掲
げられていることから，明治期の新語と考えてよい。
　一一方，哲学書と論理学書の用例がより早い場合もある。例えば，「人格」について調べると，
『明治のことば辞典』では，『早繰辞書』（1904）での用例を初出例としており，『日国大』では，そ
れよりもやや時期の早い徳冨藍花の小説『思出の記』（1900）の用例を掲げている。しかし，今圓
調査した哲学書「中島1898」に用例があったので，哲学書の用例のほうが，『早繰辞書』『思出の
記』よりも早い時期の用例ということになる。また，「個体」とf前提」については，『日国大』
では2語とも『字彙』初版（1881）を初出文献としているが，筆者の調査によると，論理学書「鈴
木！87gjの用例がより早いことになる。以上の諸例を含め，哲学轡と論理学書の用例がより早い
ものとして，次の33語があげられる。個々の語の初繊文献がわかるように，二字語／三：字語／四
字語の順によって所属語を掲げておく似下岡様）。
（芦1ヨ三11879）
（峯令オこ1879）
（一Jl，iニー．L1887）
G青図ミ1888）
α青野1892）
（金子1895）
（Ψ青野1896）
（松本1897）
（高1⊥i1898）
（r｝二1歪蕩1898）
（1黒本1899）
（桑フド1900）
（吋剃立1901）
（上月円く1902）
（桑木1902）
（ブく西1903）
（芝賃三里予1907）
確認　主語　論点／論理学
問接　個体　前提　直観
原則　嗅覚／多元論
結論　内容　論拠
両分法／聞接推理
快感　対象　特定／不可知論
聯想
髄鞘
錯覚
人格
’世界観
幻覚　神話
周延
系列／汎神論
質料
排中律
理念
　以上の諸語については，哲学書と論理学書の用例がすなわち初出例であるとは断言できない
が，『日国大』などの演劇例に比べて，多かれ少なかれ初禺の時期が繰り上げられたのである。
4．2．「『漢言忌未見」タイプの語（48語）
　「『漢詞』未見」とは，中国出版の『漢語大船典』（以下『漢詞』と略称）に収録されておらず，
日中共通の用語ではないことを意味する。日中共通に使われるかどうかの相違を抜きにすれば，
このタイプの語は，前項の「出典なしGの語とほぼ同様に扱うことができる。ただし，この中に
は，「原点」「特異性」「無意識」「無機体」「論式」のように，『聖戦』に収録されていなくても，
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現在の中底語で実際に使われている語も一部入っていることをことわっておく。
　このタイプの語について，前述の辞典類でそれぞれの初出例を確認した結果，」神教」「素
瓶」ヂ禁欲主義」ヂ公理」「審美学」「無機体jF我思ふ故に我在り」の7語に関しては，他分野の
文献でより早い用例が見つかった。この7語を除いて，残りの41語は，いずれも哲学書と論理学
書の用例がより早いことがわかった。しかも，そのほとんどは哲学と論理学にしか使われない専
門語なので，たとえ初出例でないとしても，それに近いものが多いかと思われる。初掲文献別で
この41語を例示すると，次のようになる。
（金髪フ1く1879）
（菊？也1882）
（千頭1885）
（普及舎1885）
（井上1886）
（弱：上1887）
（マ青沢1888）
（三宅1889）
（2青野1892）
（清野1894）
（金子三895）
（高山！898）
（1＝la島1898）
（桑木1900）
（…非｝二上190！）
（朝7」く1902）
（桑フ督く1902）
（大西1903）
（乏定野1907）
（紀平1907）
格率　総念／帰謬法　真反対　特異性
主辞
賓辞
種差　論式／抽象名辞fi
純正哲学
原点／交互作用
実存
全称肯定　全称否定
唯名論／直接推理
間接判断
因果律　絶対我／直接経験
類書法／両刀論法
仮現　統覚　与件／無意識／第一一性質　第二性質　矛盾原理
主事覇註免／自秘ミ哲学
人格化
至高善
媒概念
繋辞
措定／道徳律
手舎象／集合概i念
　以上述べた「出典なし」タイプとr『漢詞』未見」タイプの語には，明治初期以降の新造語が
かなり集中している。このような新造語の初lli時期を特定することは，本稿のH的の一つであ
る。
4．3．「出典あり」タイプの語（54語）
　日中語彙交流の長い歴史の中で，日本語は，漢籍や仏典などを通して，中国製の漢語を大量に
取り入れた。明治以降も，主に二つの方法によって中圃語からの語彙借用を継続していた。一つ
は，在華宣教師の漢訳洋書や英華字典から既成の訳語を借用する方法であり，もう一つは，欧米
書の翻訳や対駅辞典の編集において，古い漢籍にある語を訳語として転用する方法である7。こ
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の「出典あり」タイプの語には，後者の方法によるものが多く含まれていると思われる。ただ
し，訳語に転用された漢籍語のうち，明治以前から脚本語に定着していたものと明治以降薪たに
漢籍から取り入れたものとの違いがあり，日本側文献での初鐵状況によって，この2種類の語を
区別することができる。例えば，墨隈大』によると，f判断」は『宝生院文書』（988）に，「矛盾」
は『菅家文草』（900頃〉に，「意義」は『日本詩史』（1771）に，それぞれ初出例を持っているので，
この3語は，明治以前から日本語で使用されていたことがうかがえる。このパターンのものを次
に掲げるQ
　　　意義　因果　覚悟　隔離　仮説　感情　願望　系統　誤謬　自我　馬蝉　触発　信念
　　　前件　総括　大我　対照　達観　知能　判断　矛盾　予備　類推　論断　　　（24語）
　これに対して，幕末以前に用例がなく，明治以降の用例が初出例としてあげられているものが
ある。例えば，『R国大』によると，「集合」は『布令必胴薪撰字引』（1869）に，「誤解」は中村正
直訳『西国立三編』（1870）に，「説明」は坪内遭遥の『小説神髄』（1885）に，それぞれ初出例を持
っている。このような語は，明治以降薪たに漢籍から取り入れた可能性が高い。次の諸語はこの
パターンに属する。
　　　暗示　遺伝　外観　架空　結果　広延　構成　構想　誤解　資格　集合　審美　説明
　　　断案　適応　特殊　判定　評価　複雑　迷信　予想　　　　　　　　　　　　　（21語）
　以上の語は，漢籍に出典を持ち，しかも他分野の文献の用例がより早いものである。これらの
語を除いて，哲学書と論理学書により早い用例を持つ語は，次の9語ぐらいになる。
　　（戸懸1879）　　予期　論法　　　　　（中島1898）　　知性　融合
　　（清野1889）　　団体　　　　　　　　（井上1901）　　教条
　　（三宅1889）　形式　　　　　　　　（桑木1902）　　定立
　　（金子1895）　　狭義
　「出典なし」や「『漢詞』未見」の語に比べて，「出典あり」タイプの語には，哲学と論理学の基
本概念を表すものが少なく，専門語として使えるほか，一般語としても使えるという特徴を持っ
ている。また，使用範囲が広いだけに，現代語に受け継がれやすく，現存率も高い。
4．4．「新義・分立」タイプの語（13語）
　訳語に転用された漢籍語には，漢籍語の意味がほぼ元通りに受け継がれたものと，訳語になっ
たきっかけで新義が生じたものという2通りの語が存在する。漢籍語の意味がどのように変化す
れば「新義が生じた」と判断するかについては，研究者の閲でも考え方のずれが見られるが，筆
者は，漢籍語の意昧が現金に現代語の新義に取って代られるといったポイントを設けて，新義の
発生をチェックするようにしている8。
　例えば，「成分」は，漢籍ではr人物有定数，彼我膚成分」（人と物には定数あり，彼と我には
成分ある）のように，「既成の身分や役割」を意味するものであった。しかし，蘭学書『舎密開
手』（！837）では，「大気の成分，諸家の測蟹小異岡あり」のように用いられ，「成分」の意味変化
が読み取れる。幕末明治初期の辞書類を見ると，「成分」は，『英和対訳袖珍辞書』（！862）で
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constitutive－partやingredientの訳語として当てられ，『哲学字彙』（1881）でもconstituentの訳語
となっている。その後，この「成分」の新義が20世紀の初頭に中国に移入され，現代中国語で
は，漢籍語の用法が完全に消え，日本語からの薪義だけが使用されている。
　「思想」は，古典中國語では名詞の用法がなく，「考える」の意を表す動詞として使われてい
た。動詞としての「思想」は，中村正直の晒国立志編』（1870）に「暗中に模索し，懸空に思想
して」とあるように，明治初期のH本語にもその用例が見られたが，その後，『附音挿図英和字
彙』（1873）や『哲学字彙』（1881）などで，thoughtの訳語として用いられるようになり，「思考の
内容や結果」を意味する名詞に移行していったのである。現代中国語においても，動詞の用法が
すでになくなり，日本語の影響で生じた名詞の用法だけが残っている。「思想」に見られる品詞
性の移行も，新義発生のパターンの一つとして考えられよう。「新義あり」の語のうち，「過程」
「個人」「思想」「成分」「反応！の5語は，他分野の文献でより早い用例が見付かったので，哲学
書と論理学書以外で新義が生じたことが明らかになった。これに対し，哲学書と論理学書の用例
がより早いものは次の3語だけである。
　　（井上1887）　興奮
　　（清野1892）　客位
　　（高山1898）　対当
　分立とは，日中両国で別々に造られ，たまたま剛形になった語のことをさす。日中分立の語を
判断する最大のポイントは，漢籍語元来の意味と近代1ヨ本で生じた新義との間に接点があるかど
うかという点にある。例えば，注体」は，漢籍語では，F呼野の体またはその絶対的地位」の意
であったが，明治以降の日本語では，「主要な部分」の意味として用いられていた。この場合の
「主体」は，漢籍語元来の意味とほとんど接点を持たないので，漢籍語の「主体」に由来したと
いうよりも，内学用語の喀体」に対する用語として，醗本で造られた新語とすべきであろう。
また，「月下1は，漢籍語の場合では「うそのことば」の意であったが，明治以降の日本語では，
専ら論理学のhypotheticalの訳語として，「定言的」「選書的」などと並行して用いられていた。
この「仮言（的）」も日本で造られ，たまたま漢籍語と同形になったと考えられる。哲学書と論理
学書共通の薪出語では，次の5語が日中分立の語としてあげられる。
　　G青セ尺1888）　　　　三主三イ本
　　（高しll　1898）　　　｛反言良勺
　　（中島1898）　小我　非我
　　（桑フ｛く1900）　　　　辱寺側
5．哲学書のみに見られる新出語
　前節において，哲学書と論理学書共通の新嵐語をとりあげたが，ここでは，表3の「1系統の
みの用語」のうち，「哲学書のみ」の新1：li語にどんな特徴があるかを検討してみたい。この種の
語の分布状況を示すと，表5のようになる。
　表5によれば，明治以降の新造語に属する「出典なし」と「『漢詞』未見」の語を合計すると，
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表5　哲学書のみに見られる新衣語の分布
所在文献数 爾典なし 『漢詞』未見 出典あり 新義・分立 所属語数
8種 1 0 0 0 1
7種 0 0 1 0 1
6種 1 1 1 0 3
5種 o 2 2 0 4
4種 3 2 4 0 9
3種 8 3 8 1 20
2種 14 13 25 4 56（32．9）
1種 22 32 20 2 76（44．7）
合計 49（28．8） 53（31．2） 61（35．9） 7（4．1） 170（！00）
（〉内は％
全語数の60．0％を占めている。これは，哲学書と論理学書共通の郷里語の6i．7％に比べて，ほぼ
一致する。また，今圓の調査で13種の哲学書を対象としたが，所在文献数の諏から見ると，5種
以上の文献に共逓に見られる用語が少なく，「起点」「形態」「写象」「衝突」「単独」灘点」「余
地」「立脚地」「不可知霞9」の9語だけにとどまっている。これに対して，1種と2種の文献にし
か見られない用語は，全語数の77．6％を占め，暫学書と論理学書共逓の同種語の57．2％に比べ
て，比率が大幅に上がっている。これによって，哲学書のみの用語は，使用範囲と頻度が相対的
に低いことがわかる。次に，4タイプの語に分けて検討していくが，前節の説明と：重複するとこ
ろは簡単にまとめることにする。
5．1．「出典なし」タイプの語（49語〉
　辞典類で確認してみると，このタイプの諮では，明治以降の初出例を持つものが49語中の41語
を占め，明治以降の新語が圧倒的に多い。この中で，他分野の文献の用例がより早いものと，哲
学書の用例がより早いものに二分することができる。
　例えば，「起源」という語は，中村正直の晒国立志編』（1870）に兇られるので，筆者の調査で
初幽文献となった哲学書「井上1886」の用例よりも早いことになる。また，「波動」は，明治初
期の専門語彙集『医語類聚』（1872）に登録されている。これも哲学書「金子18953の用例より時
期が早い。このような語は，他分野の文献でより早い用例が見付かったので，三三書で造られた
新語ではないことがわかる。次の29語はこれに当たる。
　　　二字語　　因子　学会　観測　起源　基点　原素　指針　弱点　充分　承諾
　　　　　　　推想　推知　総合　対応　対抗　頂点　特種　波動　反響　否決
　　　　　　　否認　方式　lll標　用語　容積　容童
　　　三字語　　元子論　帳拠地　社会学
　これに対して，哲学書の用例がより早いものがある。例えば，「学界jは，『日国大』では夏召
漱石の悟輩は猫である』（1905）にある用例を初1二瞬列としているが，筆者の調査で初出文献とな
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つたr三宅1889」はより早い用例になる。「鵠発点」の場合も，F桑木！goojの用例は，金子筑水
の『個人主義の盛時』（1908）に比べて数年繰り上げられている。このような語については，もち
ろん哲学書の用例をただちに初出例であるとすることはできないが，現在のところ最も早い用例
である。この種の20語を初出文献別で掲げておく。
（一tP－L　1886）
（ヲ＝i二上1887）
（清沢1888）
（三宅1889）
（金子1895）
（享青野1896）
（rl＝1島1898）
（桑木1900）
（lii月戴く1902）
（乏定肇予1907）
起点
形而下学
学界
美感　複合　黙認／立脚点／中枢神経
観点　無視
依存　基因　特点
重点／出発点／功利主義
成員
イ圃労u／／4着…捌ミイヒ
5．2．「『漢詞』未見」タイプの語（53語〉
　このタイプの個々の語について，辞典類でその初出例を確認した結果，次の10語は，他分野の
文献でより早い用例が見付かり，哲学書で造られたものではないことがわかった。
　　　二字語　　映写　物界　統合　確細　段階
　　　三字語　　一個人　正反対　厭世観　反措定
　　　四字語　　宗教哲学
　残りの43語は，『日国大』などの掲嵐例に比べて哲学書の用例がより早いものとして分類する
わけだが，この中には，「遺伝性」「先駆者」r思想界」「精神作用」「折衷主義」「直接判断」な
ど，『胃病』には収録されていなくても中国語で実際に使われている語が入っているほか，『漢
詞』だけでなく，『日国大』にも収録されていない語は22語も数えられる。
?????? ???????
匹1字語
実有　能感　判断
一団体　過渡点　三元論　至高美　先験的
直観法　哲学界　分析法　本然論
帰納哲学　客観世界　間接経験　社会輿論
直接判断　普遍真理
湊合法　直覚法
精神作用　先天作用
　『漢詞』または『β国大」に収録されなかった理由として，語の專門性が強いため，一般語を
中心に載せる国語辞典の性格と合わないこと，現代語では一部の語があまり使用されなくなった
こと，それに，そのほとんどは，二次酌造語（1］〔コ＋〔コ，日口＋□臼）によってできた複合語な
ので，辞典の見出し語になりにくい，といった点をあげることができる。このような語は，『漢
詞』や『日国大』に収録されてはいないが，明治期の哲学書で造られた可能性が高く，今後も検
討の視野に入れる必要があるため，ここでは，暫学書の用例をより早い語として扱い，初出文献
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朋で掲げておこう。
（＿）a：上1887）
（で青セタニ｛1888）
（三宅1889）
（金子1895）
（？“tt野1896）
（中島1898）
（高卑sc　1899）
（桑木1900）
（井上1901）
（朝ナk1902）
（淀野1ge7）
反断／意志力　遺伝性　三元論　思想界　哲学界　不可知　本然論
／帰納哲学
能感／精神作用
一個体
立脚地／先天作用
先験的　湊合法　分析法　盲目的
実有／至高美　先駆者／直接判断　普遍真理
視点／本体論／社会輿論　折衷主義／否定ノ否定
単子／原動力　純理論　直覚法　直観法／入生哲学　本有観念
予定調和
写象／過渡点／客観世界　唯現象論
日常生活
楽天観／間接経験
　哲学書のみの用語は，語構成において，前節で述べた哲学書と論理学書共通の用語と異なるわ
けではない。暫学と論理学の研究内容に相違がある以上，その相違が必ず用語の面に現れてく
る。これは，上掲の諸語が哲学書にあって論理学書にない最大の理由といえよう。
5．3．「出典あり」タイプの語（61語）
　前述したように，このタイプの語は，主として訳語に転用された漢籍語である。このうち，
　　　遺憾　異説　引用　学識　隔絶　感応　感気　疑問　考察　従事　心界　二品　事件
　　　事変　趣味　唱導　衝突　素絹　信用　摂取　体制　大体　単独　定律　内心　発育
　　　発散　滋雨　判決　美観　方面　夢幻　余地　予防　論述　論定　　　　　　（36語）
のように，明治以前の用例が兇られ，古くから日本語に定着していたものもあれば，また，
　　　心素　確信　感想　矯正　空談　形態　欠陥　建設　減退　参照　常規　静止　探求
　　　認可　排斥　発射　発表　反映　判刷　普及　予測　　　　　　　　　　　　（21語）
のように，明治以前の用例が見当たらず，明治以降新たに漢籍から取り入れたと思われるものも
ある。以上の諸語は，いずれも他分野の文献の用例が哲学書の用例より早いものであるが，次の
4語だけは哲学書の用例がより早くなっている。
　　（三宅1889）　　晶晶
　　（金子1895）　　広義
　　（中島1898）　　感知　風潮
5．4．「新義・分立」タイプの語（7語）
　例えば，「世紀」は，漢籍では「帝三Eの世代を記録する書物」の意味であったが，『明治大正新
語俗語辞典』の説明によると，「明治九年（1876）に鈴木唯一が初めてcenturyの訳語として使い，
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明治十五年（1882）頃から定着し始めた」という。現代中国語では，漢籍語の古い用法がすでにな
くなり，日本語から輸入したcenturyの訳語としての意昧だけが使われている。「過渡」は，漢
籍では「船で川を渡る」の意味であった。しかし明治以降は，『日国大』にある徳富蘇峰の用例
（1886）のように，「旧いものから新しいものへ移る途中」の意に移行した。このように，「哲学書
のみ」のf新義あり」の語として，「過渡」「批紀」「方針」「論文」の4語があげられるが，みな
他分野の文献の胴例が早いので，哲学書以外で新義が生じたということになる。
　また，語形が剛じでも，漢籍語と1三i本漢語の艮llに意田上の関連が全く見られない場合，口中分
立の語として扱うべきであろう。例えば，「初期」は，漢籍では「最初の期待」の土肥であった
が，日本側の文献では，明治以前の用例がなく，明治以降では「初めの時期」の意として使われ
ていた。「心象」は，漢籍では「心配事」の六一であったが，∈i本語では，哲学香「井上1887」
にある用例のように，「表象」に対する語として「意識の中に思い浮かべたイメージ」を意味す
る。「仮象」は，漢籍では「様子を模倣するjの意味であった。これは，哲学用語として「仮の
形，感覚的現象」の意を持つ「仮象」とは男落語のはずである。この3語は，哲学書のみに見られ
る日中分立の語である。初出文献とともに掲げておく。
　　（井上1886）　　初期
　　（チト上1887）　　　’d、象
　　（淀野1ge7）　　仮象
6．論理学書のみに見られる新出語
　この種の語は，論理学独自の用語というべきである。所在文献数と関連付けながらその分布状
況を示すと，表6のようになる。
表6　論理学書のみに見られる新出語の分布
所在文献数 聖典なし 『漢詞』未児　　　出典あり 新義・分立 所属語数
6種 0 1 0 0 1
5種 0 2 0 0 2
4種 0 9 0 0 9
3種 0 9 1 0 10
2種 1 31 4 0 36（18．8）
1種 5 1！4 ！0 4 133（69．6）
合計 6（3．1） 166（87．0） 15（7．8） 4（2ほ） 19！（！00）
（）内は％
　表6によると，明治以降の新造語に属するf出典なしjと「『漢学』未見」の語は，全語数の
90．1％を占めている。この比率は，前述した「哲学書と論理学書共通3の岡種語の61．7％や，
「哲学書のみ」の樹種語の60．0％と比べて，大幅に増えている。これとともに，国典なし」の語
数が極端に少なく，r『漢詞』未見」の語だけで全語数の87．　0％を占めている点も，前二者の場合
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とかなり異なっている。また，今測の調査で対象とした18種の論理学書の中で，7種以上の文献
に共通に見られるものが全くないのに対して，1種と2種の文献にしか見られないものは全語数
の88．4％を占めている。この比率は，「哲学書のみ」の場合の77．6％と比べて，さらに高くなっ
ている。これを通して，著者聞の用語の共通性が低く，同じ概念を表わすのに違う語形が用いら
れることが多いという，「論理学書のみ」の新出語の特徴がうかがえる。
6．1．「出典なし」と「『山詞』未見」タイプの語（6語と絡6語）
　「出典なし」タイプの語はわずか6語だけである。このうち，「過剰」「提案」「定量」「無機物」
の4語は，他分野の文献でより早い用例が見付かったので，論理学書で造られた新語ではないこ
とが明らかである。論理学書の用例がより早いものは，「語格」（戸田1879）と「証説」（菊池
1882）の2語だけである。
　一方，「『三二』未見」の語は，！66語に達しており，「論理学書のみ」の新嵐語の中で，最も重
要な地位を占めている。この種の語には，中国の『漢謝だけでなく，日本の『El國大』にも収
録されていないものが相当多い。2種以上の論理学書に見られる52語について『日蟹大』で検索
した結果，このうちの32語が同辞典に収録されていないことがわかった。国語辞典の収録語にな
りにくい専門語の多いことが主な理由として考えられよう。また，この52語の中で，二字語（15
語）は比較的少なく，三字語（16語）と四回忌（21語）は全体の7割を占めている。この点もそ
の他のパタL－Nンの語と比べて，大きな特徴といえる。三字語のうち，「残余法」「対当法」のよう
に，「～法」を接尾辞とするものが8語見られる。四字語のうち，f絶対命題」「単独命題」のよ
うに，「～命題」を正接二三とするものが7語，「消極名辞」「普通名辞」のように，「～名辞」を
後接語基とするものが6語，「矛盾対当」「大小対当」のように，「～対当」を後接語基とするも
のが3語，それぞれ見られる。このように，同一の後接語基を持つ類型的な造語が多いのは，
「論理学書のみ」の新出語の特徴としてあげられる。以下は，「『三二』未兇」タイプの中で，2種
以上の論理学書に見られる52語を初出文献別で掲げておく。
（尾崎1882）
（添田1883）
（チ頭i885）
（平沼1886）
（？青野1889）
（を青野1892）
（大西1893＞
（？青野1894）
（高1．L巨898）
（桑木1902）
媒語／大反対　申名辞
特有性／一義名辞　多義名辞　単純転換　普通名辞
変形法
消極名辞　積極名辞
偽論／単独命題
客語　後節　小語　前節　大語　中語　三法　要差　要質／合併法　共変
法　残余法　重体論　対当法　反対妾　変性法／口頭命題　真正命題　制
限転換　接続命題　絶対命題　未定命題　矛盾対当
換質　後立／三三換位　三三推論　直接推論
反対語
既知　前立／剰余法　撰言的　背進的　附性法／具体名辞　大小対当
反対対当
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（大西！903）　選言命題
6．2．「出典あり」と「新義・分立」タイプの語（15語と4語）
　論理学書のみの「出典あり」の語は，前述したf哲学書と論理学書共通」の54語（30．9％）お
よび「哲学書のみ」の61語（35．9％）に比べて，かなり少なくなっている。これによって，明治
期の論理学用語では，漢籍語の転用ではなく，主として薪語の翻出が行われていたことが推察で
きる。「IM典あり」の15語のうち，「暗号」「横断」「下位」「疑団」「上位」「正法」「湊合」「通称」
「定断」「等差」「立論「例外」の12語については，他分野の文献でより早い用例が見られる。一
方，『臼国大』などの掲出例に比べて，論理学書の用例がより早いものは，「命名」（鈴木1879），
「背理」（戸田1879）と「定職」（菊池1882）の3語だけである。明治以降新たに漢籍から取り入
れたものと思われる。
　また，「新義・分立」タイプの4語は，いずれも漢籍語と日本漢語の闘に意味上の接点がない
もので，1ヨ中分立の語として扱うことができる。
　　（菊池1882）　　後事　散乱
　　（高山1898）　　小辞
　　（桑木19G2）　　主部
7．明治初期以降の新出語の特徴
7．1．明治初期以降の新造語リスト
　以上，明治期の哲学書と論理学書を対象に，西周と『字彙』初版以降の哲学と論理学の新出語
を考察してきた。新晶晶の特定にあたり，抽出語を「哲学書と論理学書共通の用語」「哲学書の
みの用語」「論理学書のみの用語」に3分類した上，さらに，「出典なし」「『漢詞』未見」「出典あ
り」公義・分立」の4タイプに振り分けて，それぞれの用語の性質を明らかにしていくという
方法を用いた。ここでは，前述の3分類の枠をとりはずして，新造語ともいうべき「出典なし」
と「『漢詞』未見」タイプの用語を合流させ，個々の用語の初出文献がわかるように，リストアッ
プしておく9。
忌日ヨ1879　（5語）
鈴木1879（9語）
尾1駈奇1882　（3言吾）
菊池1882（2語）
豪黍ミ日日1883　（5言吾）
千頭1885（2語）
普及舎1885（3語）
平？召1886　（2語）
井上1886（2語）
確認　語格　主語　論点／論理学
格率　間接　個体　前提　総記　直観／帰謬法　真反対
媒語／大反対　中名辞
主辞　証説
特有性／一義名辞　多義名辞　単純転換　普通名辞
賓辞／変形法
種差　論式／抽象名辞
消極名辞　積極名辞
起点／純正哲学
特異性
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羽二上1887　（15語）
???】 ?7
（
881沢??
?????4
（
981宅三
???2988a?
?????722918野
??
大西1893（5語）
Ψ青墾予1894　（2言前）
金子1895（！4語）
7青野1896　（7語）
松本1897（1語）
高11i1898（11語）
「｛：島1898　（！6語）
松本1899（6語）
桑フ1く1900　（！5言吾）
朔二上1901　（　門川ts　rl一）
pl＝塞島1901　（！語）
車母ブ｝く1902　（5語）
桑木1902（3語）
大西1903（3語）
二塁予1907　（7言歪｝）
糸己平1907　（2語）
原則　原点　嗅覚　反断／意志力　遺伝性　三元論　思想界　多元
論　哲学界　不可知　本然論／帰納哲学　形而下学　交互作用
結論　実存　内容　能感　論拠　難点／精神作用
学界／一個体／全称肯定　金称否定
三論／単独命題
客語　後節　小門　前節　大語　中語　反胃　出差　物質／共変法
合併法　残余法　重体論　対当法　反対当　変性法　唯名論　両分
法／間接推理　口頭命題　真正命題　制限転換　接続命題　絶対命
題直接推理未定命題矛盾対当
罪質　後立／換質換位　聞接推論　直接推論
反対語／間接判断
快感　対象　特定　美感　複合　黙認／因果律　絶対我　立脚地
立脚点／先天作用　中枢神経　直接経験　不可知論
観点　無視　聯想／先験的　湊合法　分析法　盲EI的
感官
既知　錯覚　前立／剰余法　撰雪的　背進的　附性法　類同法／具
体名辞　大小対当　両刀論法
依存　仮現　基困　実有　統覚　特点　人格　与件／至高美　先駆
者　無意識／第一性質　第二性質　直接判断　普遍真理　矛盾原理
視点／世界観　本体論／社会輿論　折衷主義／否定ノ否定
幻覚　神話　重点　単子／原動力　主知説　出発点　純理論　直覚
法　直観法／功利主義　1皇1然哲学　人生哲学　本有観念　予定調和
写象／過渡点　人格化／客観世界　唯現象論
周延
系列　成員／至高善　汎神論／日常生活
質料／媒概念／反対対当
繋辞／排中律／選書命題
個別　措定　理念／特殊化　道徳律　楽天観／間接経験
捨象／集合概念
7．2．初期以降の新造語の特徴
　上掲した明治初期以降の新造語は191語に及ぶ。調査した哲学書と論理学書を出版年次に並べ
ているので，このリストによって，いちおう新造語の出現時期をとらえることができる。概して
言えば，哲学と論理学にしか使われない専門性の強い用語に関しては，筆者の調査結果は初幽例
に近いかと思われるが，一方，下学と論理学以外でも使われるような汎用性の高い用語に関して
は，現在の結果を初出例と認定するには，なお今後の検証が必要であろう。
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　新造語の分布から見れば，調査した3ユ種の文献のうち，f三：宅1890」だけを除いて，他の30種
には，多かれ少なかれ新造語が含まれていることがわかった。また，新造語の初回状況を見る
と，明治25年（1892）を境目にして，前期の13文献からは6！語（31．9％），後期の17文献からは130
語（68ほ％）がリストアップされている。つまり，約7割の断造語が明治後期に造られたという
ことになる。新造語の特徴については，次の諸点によってまとめる。
　（1）新造語に見られる専門牲と三二性
　諸文献の中で，薪造語が10語以上確認されたのは，「井上1887」「清野1892」「金子！895」「高山
1898」「中島1898」「桑木1900」の6文献である。この6文献のうち（7．1を参照），論理学書の
「清野1892」と「高山1898」の薪造語を取ってみると，そのほとんどが論理学にしか使われない
専門語で占められていることに気付く。これに対して，哲学書の「井上1887」「金子1895」「中島
1898」「桑木1900」の薪造語を見れば，三三の専門語がある一一方，臼常で使われるような一般語
も栢当多いことがわかる。この両方に見られる専門性と汎用性のずれは，哲学と論理学の研究内
容の栢違によって生じたものと思われるが，上掲の6文献に限らず，哲学用語と論理学用語の全
体で見られる傾向といえる。
　（2）字数別から見た新造語の語構成
　新造語の191語は，字数別で振り分けると，こ字語76語，三字語60語，四字語54語，および五
字語1語（否定ノ否定）からなっている。二字語のうち，「格率」「偽論」「語格」「主辞」「小語」
ヂ大語」「賓辞」のような専門性の強い用語も多いが，「確認」「間接」「結論」「個体」「個別」「入
格」「前提」「直観」「聯想」「論拠」ド論点」のように，臼常でもよく使われる汎用性の高い用語
が数多く含まれているのが特徴としてあげられる。語構成の繭から見れば，ヂ～点」「～覚」「～
感」ド～象」などの漢字を後接旧基とする二字語の存在がとくに注目される。
　　□＋点（8語）　　観点　起点　原点　視点　重点　特点　難点　論点
　　□＋覚（4語）　　幻覚　錯覚　嗅覚　統覚
　　［＝］÷1惑　（3言吾）　　’i央；惑　倉旨～惑　 美…1惑
　　［コ＋象　（3語）　　 対象　 写象　 手舎象
　これらの語は，専門語としての用法がその原点であったかと思われるが，哲学・論理学の分野
以外で使われることもあるので，ただちに哲学書と論理学書に由来する薪造語とは断言できな
い。しかし，「□＋点」「口や覚」「［コ＋感」「［コ＋象」などの用語グループは，現代諮に与える影
響が大きいので，今後も，このような類型酌な造語の様相を追究すべきである。
　三字語では，薪一個体」「絶対我」F至高善」「至高美」の4語を除いて，その他は，いずれも接
辞性一字語基を持つor［］＋三型の語構成となっている。このうち，［］自＋法（15語），□［コ＋論
（7語），［■｝的（4語），臼□＋性（3語），□口＋律（3語），口□＋力（2語），［］□＋界
（2語）といったパターンの三字語は，『字彙』初版のときからすでに見られるものであるが，□
［］＋化（人格化，特殊化），［コロ＋観（世界観，楽天観），□□＋点（過渡点，娼発点，立脚点）
の3パターンは，明治初期以降の新しいものとして注i］に値する。ヂ［コロ＋化」については，『字
彙』初版には，「開化］f分化」「溶化j「漸化」などの二字語が見られたものの，哲学書の範囲
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で，三字語の貸コ［1］÷化」が現れたのは，20世紀に入ってからのことである。ヂ入格化」（井上
1901）と「特殊化」（淀野1907）の用例は，接尾辞「〔〕［コ＋化」の用法がいよいよ確立されるこ
とを示している。また，「□□牽観」については，西周の造語には，「主観」「客観」「旧観」「彼
観」などの二字語があっただけで，まだ三字語での使用は見当たらなかった。そのため，哲学書
「松本1899」にある「世界観」の用例は，現在のところ最も早く，重要視すべきものである1G。
「［1］□＋点」については，前述した「□＋点」の二字語と関連させて考えると，明治前期に，XX
字語の創娼とともに，しだいに，「自臼÷点」の形でi－Itti語の造語にも生かされるようになった
ようである。「立脚点」（金子1895），「出発点」（桑木／900），「過渡点」（井上1901）などの初出例
を見ると，いずれも明治後期のものである。
　四字語では，『字彙』初版のときと同様に，相変わらず，類型的な造語が数多く見られる。そ
の中で，□営÷名辞（7語），〔■D　一y命題（7ケ年，□□＋哲学（3語），□□＋作用（3語），〔］
［1］＋主義（2語）などは，初版にも見られるパターンである。これに対して，口［コ＋対当（大小
対当，反対対当，矛盾対当），［コ〔］＋推論（間接推論，直接推論），□臼＋判断（間接判断，直接
判断），［］□＋経験（間接経験，直接経験）などは，明治初期以降の新しいパターンといえる。
しかし，明治初期以降の四字語は，『字彙』初版にあったような既存の四掌語のあいだを埋めな
がら造られていたこともあって，類型的な造語の数は，しだいに減少する傾向が現れていた。
　（3）初期2文献と『字彙』初版の影響関係
　本稿では，主として，丁丁と『字彙』初版以降の新畠語に焦点を当てている。しかし，とりあ
げた諸文献のうち，明治初期の「戸田1879」と「鈴木1879」は，『字彙』初版（1881）よりも早く
出版されていたので，この2文献と『字彙』初版の用語間の影響関係に留意する必要がある。筆
者の調査によると，「芦田1879」にはなかったが，次の16語は「鈴木18791と『字彙』初版で共
通に見られる用語である。タイプ別にあげると，
　　「出典なし」　　　聞接　個体　前提　理由
　　「『漢言魂未見」　　格率　三才／帰謬法　真反対　特異性
　　「出典あり」　　　異議　結果　集合　矛盾　論法
　　「新義あり」　　思想　成分
のようになる。これまでに，「鐵典なし」と「『漢詞』未見」タイプの9語については，『字彙』
初版の新造語として扱われることが多かったが，この結果によると，『字彙』初版ではなく，論
理学書「鈴木1879」を初出文献とすべきである。「新義あり」タイフ．の「思想」と「成分」につ
いても，「鈴木187gjの用例b）ほうは『字彙』初版より早い。
8．おわりに
　本稿は，明治初期以降の哲学と論理学の新出語，および，その初嵐文献を特定することを主な
li的としている。今回の考察によって，明治初期の西周と『字彙』初版の用語は，初期以降にお
いても，中心的な役割を果たしていることを再確認した上，初期以降の新造語として，200語近
くリストアップできた。また，哲学用語の汎用的傾向に対して，論理学用語が専門性に傾いてい
89
るという特徴についても指摘した。ただし，哲学と論理学以外でも使われるような汎用性の高い
用語については，哲学書と論理学書における初年文献が明らかにされたとしても，ただちに初出
例であるとは性病できない場合が多い。ここで，『剛盛大」などの辞典類と照合して，現段階で
の初出例をあげておいたが，今後の検：証と修正は不可欠である。
???
??
5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
詳しくは本誌12号に掲載した朱京偉（2002）を参照。
調査に胴いた文献の原本は，主として国会畷書館の蔵本を利用したが，一部は昭和以後の活字
本を用いたものもある。なお，研究対象の選定にあたって，表1に掲げた諸文献のほか，明治
初期の文献を中心に，次の哲学書と論理学書の用語についても国会図書館の蔵本によって調査
を行った。年代順に掲げておく。
◇哲学書
吉田五十感温編（1880）ド西哲ノ1・伝』吉田五十穂刊／LLI口松五郎訳述（！884）ゼ哲学原理』加藤正
七刊／有賀長雄訳（1884）『訳解・近世哲学」弘道書院／和田滝次郎訳（1884）『哲学通幽草石川
書房／有賀長雄（1885）『聖門哲学論』丸善商社書店／中江篤介（1886）『理学鈎玄』集成社／鳥
居枕訳（1887）『哲学一斑』普及舎／辰巳小二郎（1887）『論敵哲学要義』哲学書院／菅了法
（1887）『哲学論綱』集成社／今井恒郎訳補（1887）階学階梯」群…英和／田島象二（1888）『哲学
問答』東雲堂／高橋五郎訳（1890）『現今唯物論」秀英舎／伴山三郎（1890）『哲学大意」博文館
／渋江保（1894）『哲学大意』博文館／井上円了講述（1894）『純正哲学』（哲学館第一学年講義
録）／前田長太訳（1896）『哲学息綱』文海堂／普及舎編（1897）『哲学問答』（新撰百種第一編）
／中島力造（1900）『現今の哲学問題』普及舎
◇論理学書
清野勉（1883）E幽幽哲学緒論函嶽山楼／坪井虚日（1883）『論理学講義一一演繹法帰納法一』酒井
清造，岩本三二刊／今井恒郎訳（1887）『応用論理学』博聞社／松本源二郎（1888）『論理学講
義』兵林館／清野勉（！890）『経世危雷（帰納論理）」哲学書院／千頭清臣（1890）『論理学入門』
敬遠社／服部宇之吉（1892）『中等論理学』富山房／富山房編（1896）9論理学問答』（普通学問
答全書第18篇）／田口義治編（！897）駐論理学問答』大阪吉岡本店／有賀長雄（1898）『論理学講
義』明治法律学校講法会／清野勉（1903）『論理学』（哲学館第15学年度高等科講義録）
用語抽繊の基準は，紙幅の関係で省略した。詳しくは，朱京偉（2002）の3．1を参照。
表記の便宜上，それぞれの文献名は著者名と画暦の出版年で示した。このうち，井上円了の
『哲学一夕話』と『哲学要領』は，ともに明治19－20年（1886－87）の間に幽版されたが，区別
しやすいように，『哲学一一一一一夕話」を「井上1886」と表記し，『哲学要領』を「井上1887」と表
記することにした。なお，三宅雪嶺の『哲学点滴』と『論理学』はともに明治22年（1889）に繊
版されているが，略称ではとくに区別せず，2轡ともに「三宅188gjと表記することにした。
「出典あり」「鐵典なし」「『漢言禰乗児」の3タイプは，朱京偉（2002）の分類と完金に一致して
おり，それぞれ，「古い漢籍に出典がある語」，ド『漢語大詞典』にあるが，漢籍の出典がない
語」および「ゼ漢語大詞典』に収録されていない語」の略称にあたる。また，今圏の調査の実
情に応じて，もとの「新義あり」タイプに，「新しい意味に転用された語」（新義）と「日中葡
国で別々に造られ，たまたま同形になった語」（分立）の両方を含ませ，「新義・分立」タイプ
としたのである。分類の詳細については，蝶結偉（2002）の3．2を参照されたい。
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6　（普及含1885）とは，明治18年（！885）に出版された普及含編徽育・心理・論理術語詳解』と
　　いう術語集の略称である。『字彙昌初版以降の哲学辞典類の用語と哲学・論理学書の用語を照
　　合してみると，ほとんどの新出語は，哲学・論理学書のほうに早く現れている。しかし，「種
　　差」「論式」「抽象名辞」の3語は（普及舎1885）での稽例が哲学・論理学書よりも畢い用例と
　　なっているので，その通りに掲げた。
7　このことについては，森岡健二（1991）は「再生転用」と呼び，自著の中で，「〈再生・転用〉と
　　は，すでに古語・廃語となった過去のことばを，そのまま再生したり，あるいは新しい意味に
　　転用したりして，復活する場合のことをいう」と説明している（同書p25！）。本稿でいう「古
　　い漢籍にある語」（略して「漢籍語」とする）は，森岡氏の考え方と一一一一・致するものである。
8　薪義の発生をとらえるチェックポイントについては，朱京偉（2001）を参照。
9　ただし，「論理学書のみ」の「『漢罰』来見」タイプの語に関しては，全語数の166語ではな
　　く，2種以上の論理学書に見られる52語だけを取り入れた。本稿の6．1を参照。
10　朱京偉（2002＞によると，「世界観」の初出例は，同文館編『哲学大辞蠣（1912）にあったほか，
　　「人生観」と「歴史観」の初謁例は，それぞれ，徳谷豊三郎ら編『普通術語辞藁』（1905）と朝永
　　三十郎編『哲学辞典』（1905）に兇られる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　　In　his　treatise　published　in　tlte　No．12　issue　of　JaPanese　Linguistics，　2002，　journa｝　this　attthor
made　an　investigation　of　the　entries　in　dictionaries　of　philosophy　during　the　Meiji　era．　ln　the
treatise　tke　author　made　hls　first　attempts　to　determine　the　period　when　the　modern　phllosophicai
terminoiogies　came　to　be　established，　aRd　focttsed　his　analysis　on　the　phllosophical　terminologies
in　the　works　by涌shi　Amane　in　the　f玉rs£edi£ion　of　the：Tetsztgaleu－iii（『哲学字彙』）．
　　　’IIJ｝is　thesis　alms　to　further　the　study　of　the　new　the　philosophical　terms　t）hat　came　into　beiRg
譲er　Nlshl　Amane　and　af匙erξhe　p醐ica£ion　of£he薮rst　editlo薮of　the　7珍繍8謙卿鼠『哲学字剣）．In
writing　the　thesis　the　author　selected　31　volumes　of　philosophical　and　logic　works　publisked　in　the
Meiji　era　and　studied　and　classified　the　professional　terminologies　in　them，　before　finally　picking
out　200　new　philosophical　terms　that　came　into　use　after　the　Meiji　era．　On　the　basis　of　this　he
classified　the　new　phiiosophical　terms　lnto　four　groups，　made　analysis　of　each　group，　and　finally
pinpointed　tke　earliest　examples　representing　the　four　groups　respectively　in　pkilosopkical　and
logic　works．
　　　It　is　this　attthor’s　view　that　in　judging　the　exact　time　of　first　appearance　of　an　example　word，
the　methodology　adopted　in　this　thesis　is　applicable　only　iR　the　professional　fields　of　philosophy
and　logic，　｝lowever，　beyQRd　these　two　fields，　further　verhication　is　necessary　prove　that　those
indeed　were　the　times　ehose　terms　made　their　first　appearance．
9．3
